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(57)【要約】
【課題】画素および有機電界発光表示装置を提供するこ
と。
【解決手段】有機発光ダイオードと、前記有機発光ダイ
オードに流れる電流量を制御するための画素回路１４２
とを備える画素１４０であって、前記画素回路は、第１
電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に
流れる電流量を制御するための第１トランジスタと、前
記第１トランジスタのゲート電極と前記第２電源との間
に位置するストレージキャパシタと、前記第１トランジ
スタのゲート電極とブースト線との間に位置するブース
トキャパシタとを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　前記有機発光ダイオードに流れる電流量を制御するための画素回路とを備え、
　前記画素回路は、
　第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御するた
めの第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と前記第２電源との間に位置するストレージキャパ
シタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極とブースト線との間に位置するブーストキャパシタ
と
を備えることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記画素回路は、
　データ線とｉ（ｉは自然数）番目の走査線に接続され、前記ｉ番目の走査線に走査信号
が供給される時にターンオンされて前記データ線から供給されるデータ信号を前記第１ト
ランジスタの第１電極に供給するための第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記ｉ番目の走査線
に走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、発光制御線に供給
される発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第４トランジスタと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記発
光制御線に供給される発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第５トラ
ンジスタと
を備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極との間に接続され、ｉ－１番目の走査
線に走査信号が供給される時にターンオンされる第６トランジスタを更に備えることを特
徴とする請求項２に記載の画素。
【請求項４】
　前記初期化電源は前記データ信号より低い電圧値に設定されることを特徴とする請求項
３に記載の画素。
【請求項５】
　前記初期化電源は負極性の電圧に設定されることを特徴とする請求項３に記載の画素。
【請求項６】
　走査線に走査信号を順次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査
駆動部と、
　ブースト線にブースト信号を順次供給するためのブースト駆動部と、
　データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、
　前記データ信号に対応して所定輝度の光を生成する画素と
を含み、
　ｉ（ｉは自然数）番目の水平ラインに位置する画素のそれぞれは、
　有機発光ダイオードと、
　第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御するた
めの第１トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と前記第２電源との間に位置するストレージキャパ
シタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極とｉ番目のブースト線との間に位置するブーストキ
ャパシタと
を備えることを特徴とする有機電界発光表示装置。
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【請求項７】
　前記画素のそれぞれは、
　データ線とｉ番目の走査線に接続され、前記ｉ番目の走査線に走査信号が供給される時
にターンオンされて前記データ線から供給されるデータ信号を前記第１トランジスタの第
１電極に供給するための第２トランジスタと、
　前記第１トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記ｉ番目の走査線
に走査信号が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、
　前記第１電源と前記第１トランジスタの第１電極との間に接続され、ｉ番目の発光制御
線に供給される発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第４トランジス
タと、
　前記第１トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記ｉ
番目の発光制御線に供給される発光制御信号に対応してターンオン及びターンオフされる
第５トランジスタと
を備えることを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記走査駆動部は、ｉ－１番目の走査線に供給される走査信号及びｉ番目の走査線に供
給される走査信号と重なるようにｉ番目の発光制御線に発光制御信号を供給することを特
徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記ブースト駆動部は前記ｉ番目の走査線に供給される走査信号と同時にブースト信号
を供給し、前記ｉ番目の発光制御線に供給される発光制御信号の供給が中断された後、前
記ブースト信号の供給を中断することを特徴とする請求項８に記載の有機電界発光表示装
置。
【請求項１０】
　前記ブースト信号が供給される時に前記ブースト線の電圧は第４電圧から第３電圧に下
降することを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記第３電圧及び第４電圧の電圧差は前記データ線の寄生キャパシタと前記ストレージ
キャパシタのチャージシェアリングによる前記データ信号の電圧損失分を補償できるよう
に設定されることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１２】
　前記ストレージキャパシタ及びブーストキャパシタの一側端はポリで形成されることを
特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極との間に接続され、ｉ－１番目の走査
線に走査信号が供給される時にターンオンされる第６トランジスタを更に備えることを特
徴とする請求項７に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記初期化電源は前記データ信号より低い電圧値に設定されることを特徴とする請求項
１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記初期化電源は負極性の電圧に設定されることを特徴とする請求項１３に記載の有機
電界発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素および有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　最近、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の短所である重さと体積を減ら
すことができる各種の平板表示装置が開発されている。平板表示装置としては、液晶表示
装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌ
ｄ　Ｅｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ　Ｐａｎｅｌ）及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍ
ｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などが挙げられる。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は電子と正孔の再結合によって光を発生す
る有機発光ダイオード（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）
を用いて映像を表示する。このような有機電界発光表示装置は、速い応答速度を有すると
共に、低い消費電力で駆動されるという長所がある。一般的な有機電界発光表示装置は画
素毎に形成される駆動トランジスタを用いてデータ信号に対応する電流を有機発光ダイオ
ードに供給することで、有機発光ダイオードで光を発生させる。
【０００４】
　そのために、画素のそれぞれにはデータ信号に対応する電圧を充電するためのストレー
ジキャパシタが含まれる。ストレージキャパシタはデータ線に供給されるデータ信号に対
応する電圧を充電し、充電された電圧を駆動トランジスタに供給する。従って、所望の階
調の映像を表示するためにはストレージキャパシタにデータ信号に対応する電圧を正確に
充電しなければならない。
【０００５】
　しかしながら、従来の有機電界発光表示装置ではストレージキャパシタに所望の電圧を
正確に充電できないという問題点がある。詳細に説明すれば、データ信号はデータ線を経
由してストレージキャパシタに供給される。ここで、データ線には寄生キャパシタが存在
し、それにより、データ線に供給されるデータ信号は寄生キャパシタを充電しながら、ス
トレージキャパシタに供給される。この場合、寄生キャパシタとストレージキャパシタの
チャージシェアリングによってストレージキャパシタは所望のデータ信号に対応する電圧
を充電できない。特に、有機電界発光表示装置でブラックを表現する場合、灰色の階調が
表現されて表示品質が低下してしまう。
【０００６】
【特許文献１】大韓民国特許公開第２００７－００２５１５１号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、製造コストを低減すると共に、黒階調が安定的に表現可能な、新規かつ改良された画
素および有機電界発光表示装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、有機発光ダイオードと、前記
有機発光ダイオードに流れる電流量を制御するための画素回路とを備える画素が提供され
る。より詳細には、前記画素回路は、第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第
２電源に流れる電流量を制御するための第１トランジスタと、前記第１トランジスタのゲ
ート電極と前記第２電源との間に位置するストレージキャパシタと、前記第１トランジス
タのゲート電極とブースト線との間に位置するブーストキャパシタとを備える。
【０００９】
　前記画素回路は、データ線とｉ（ｉは自然数）番目の走査線に接続され、前記ｉ番目の
走査線に走査信号が供給される時にターンオンされて前記データ線から供給されるデータ
信号を前記第１トランジスタの第１電極に供給するための第２トランジスタと、前記第１
トランジスタのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記ｉ番目の走査線に走査信号
が供給される時にターンオンされる第３トランジスタと、前記第１電源と前記第１トラン
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ジスタの第１電極との間に接続され、発光制御線に供給される発光制御信号に対応してタ
ーンオン及びターンオフされる第４トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と
前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記発光制御線に供給される発光制御信号に
対応してターンオン及びターンオフされる第５トランジスタとを備えてもよい。
【００１０】
　初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極との間に接続され、ｉ－１番目の走査
線に走査信号が供給される時にターンオンされる第６トランジスタを更に備えてもよい。
【００１１】
　前記初期化電源は前記データ信号より低い電圧値に設定されてもよい。また、前記初期
化電源は負極性の電圧に設定されてもよい。
【００１２】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、走査線に走査信号を順
次供給し、発光制御線に発光制御信号を順次供給するための走査駆動部と、ブースト線に
ブースト信号を順次供給するためのブースト駆動部と、データ線にデータ信号を供給する
ためのデータ駆動部と、前記データ信号に対応して所定輝度の光を生成する画素とを備え
る有機電界発光表示装置が提供される。より詳細には、ｉ（ｉは自然数）番目の水平ライ
ンに位置する画素のそれぞれは、有機発光ダイオードと、第１電源から前記有機発光ダイ
オードを経由して第２電源に流れる電流量を制御するための第１トランジスタと、前記第
１トランジスタのゲート電極と前記第２電源との間に位置するストレージキャパシタと、
前記第１トランジスタのゲート電極とｉ番目のブースト線との間に位置するブーストキャ
パシタとを備える。
【００１３】
　前記画素のそれぞれは、データ線とｉ番目の走査線に接続され、前記ｉ番目の走査線に
走査信号が供給される時にターンオンされて前記データ線から供給されるデータ信号を前
記第１トランジスタの第１電極に供給するための第２トランジスタと、前記第１トランジ
スタのゲート電極と第２電極との間に接続され、前記ｉ番目の走査線に走査信号が供給さ
れる時にターンオンされる第３トランジスタと、前記第１電源と前記第１トランジスタの
第１電極との間に接続され、ｉ番目の発光制御線に供給される発光制御信号に対応してタ
ーンオン及びターンオフされる第４トランジスタと、前記第１トランジスタの第２電極と
前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記ｉ番目の発光制御線に供給される発光制
御信号に対応してターンオン及びターンオフされる第５トランジスタとを備えてもよい。
【００１４】
　前記走査駆動部は、ｉ－１番目の走査線に供給される走査信号及びｉ番目の走査線に供
給される走査信号と重なるようにｉ番目の発光制御線に発光制御信号を供給してもよい。
【００１５】
　前記ブースト駆動部は前記ｉ番目の走査線に供給される走査信号と同時にブースト信号
を供給し、前記ｉ番目の発光制御線に供給される発光制御信号の供給が中断された後、前
記ブースト信号の供給を中断してもよい。
【００１６】
　前記ブースト信号が供給される時に前記ブースト線の電圧は第４電圧から第３電圧に下
降してもよい。
【００１７】
　前記第３電圧及び第４電圧の電圧差は前記データ線の寄生キャパシタと前記ストレージ
キャパシタのチャージシェアリングによる前記データ信号の電圧損失分を補償できるよう
に設定されてもよい。
【００１８】
　前記ストレージキャパシタ及びブーストキャパシタの一側端はポリで形成されてもよい
。
【００１９】
　初期化電源と前記第１トランジスタのゲート電極との間に接続され、ｉ－１番目の走査
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線に走査信号が供給される時にターンオンされる第６トランジスタを更に備えてもよい。
【００２０】
　前記初期化電源は前記データ信号より低い電圧値に設定されてもよい。また、前記初期
化電源は負極性の電圧に設定されてもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明にかかる画素および有機電界発光表示装置によれば、製造コ
ストを低減すると共に、黒階調が安定的に表現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付の図面を参照しつつ、本発明の実施形態を説明する。ここで、第１構成要素
と第２構成要素が連結されると説明するにあたり、第１構成要素は第２構成要素と直接連
結されてもよく、第３構成要素を介して第２構成要素と間接的に連結されてもよい。また
、本発明の完全な理解のための必須でない構成要素は明確性を図るために省略する。更に
、同一部分には同一符号を付す。
【００２３】
　図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。図１を参照す
ると、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査駆動部１１０、データ駆動
部１２０、画素部１３０、タイミング制御部１５０及びブースト駆動部１６０を備える。
【００２４】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、ブースト線Ｂ１～Ｂｎ及
びデータ線Ｄ１～Ｄｍにより区画された領域に位置する複数の画素１４０を備える。画素
１４０のそれぞれはデータ線Ｄから供給されるデータ信号に対応して所定輝度の光を生成
する。
【００２５】
　このために、画素１４０のそれぞれは２つの走査線、１つのデータ線、１つのブースト
線、第１電源ＥＬＶＤＤを供給するための電源線及び初期化電源を供給するための初期化
電源線（図示せず）と接続される。例えば、最後の水平ラインに位置する画素１４０のそ
れぞれは第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１、第ｎの走査線Ｓｎ、データ線Ｄ、ブースト線Ｂｎ、
電源線及び初期化電源線と接続される。一方、本実施形態では、最初の水平ラインに位置
する画素１４０と接続されるように第０の走査線Ｓ０が追加で形成される。
【００２６】
　走査駆動部１１０は、タイミング制御部１５０の制御によって走査信号を生成し、生成
された走査信号を走査線Ｓ０～Ｓｎに順次供給する。そして、走査駆動部１１０は発光制
御信号を生成し、生成された発光制御信号を発光制御線Ｅ１～Ｅｎに順次供給する。ここ
で、ｉ（ｉは自然数）番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号はｉ－１番目の走
査線Ｓｉ－１及びｉ番目の走査線Ｓｉに供給される走査信号と重なるように供給される。
【００２７】
　ブースト駆動部１６０は、タイミング制御部１５０の制御によってブースト信号を生成
し、生成されたブースト信号をブースト線Ｂ１～Ｂｎに順次供給する。ここで、ｉ番目の
ブースト線Ｂｉに供給されるブースト信号はｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制
御信号より遅く供給され、発光制御信号の供給が中断された後に供給が中断される。実際
に、ｉ番目のブースト線Ｂｉに供給されるブースト信号はｉ－１番目の走査線Ｓｉ－１に
供給される走査信号と同時に供給される。そして、ブースト駆動部１６０は走査駆動部１
１０の内部に設置されることもできる。
【００２８】
　データ駆動部１２０は、タイミング制御部１５０の制御によってデータ信号を生成し、
生成されたデータ信号をデータ線Ｄ１～Ｄｍに供給する。ここで、データ線Ｄ１～Ｄｍに
供給されるデータ信号は水平期間毎に供給される。
【００２９】
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　タイミング制御部１５０は外部から同期信号（図示せず）の供給を受けて走査駆動部１
１０、データ駆動部１２０及びブースト駆動部１６０を制御する。また、タイミング制御
部１５０は外部から供給されるデータ（図示せず）を再び整列してデータ駆動部１２０に
供給する。
【００３０】
　図２は、図１に示した画素の実施形態を示す回路図である。図２では、説明の便宜上、
第ｎのブースト線Ｂｎ及び第ｍのデータ線Ｄｍと接続されている画素を示す。
【００３１】
　図２を参照すると、本発明の実施形態による画素１４０は、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと、データ線Ｄｍ、走査線Ｓｎ－１、Ｓｎ、ブースト線Ｂｎ及び発光制御線Ｅｎに接続
されて有機発光ダイオードＯＬＥＤを制御するための画素回路１４２を備える。
【００３２】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは画素回
路１４２から供給される電流量に対応して所定輝度の光を生成する。
【００３３】
　画素回路１４２は、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第
２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する（第１電源ＥＬＶＤＤの電圧は第２電源ＥＬ
ＶＳＳの電圧より高く設定される）。このために、画素回路１４２は６つのトランジスタ
Ｍ１～Ｍ６と、ストレージキャパシタＣｓｔ及びブーストキャパシタＣｂを備える。
【００３４】
　第１トランジスタＭ１（ＰＭＯＳトランジスタ）の第１電極は第４トランジスタＭ４を
経由して第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第５トランジスタＭ５を経由して有
機発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。そして、第１トランジスタＭ１のゲート電極は
第１ノードＮ１に接続される。このような第１トランジスタＭ１は、ストレージキャパシ
タＣｓｔに充電された電圧、即ち、第１ノードＮ１に印加される電圧に対応する電流を有
機発光ダイオードＯＬＥＤに供給する。
【００３５】
　ここで、第１電極はドレイン電極及びソース電極のいずれかに設定され、第２電極は第
１電極と異なる電極に設定される。例えば、第１電極がソース電極に設定されると、第２
電極はドレイン電極に設定される。
【００３６】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第１トランジスタＭ１の第２電極に接続され、第２
電極は第１トランジスタＭ１のゲート電極に接続される。そして、第３トランジスタＭ３
のゲート電極は第ｎの走査線Ｓｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は第ｎ
の走査線Ｓｎに走査信号が供給される時にターンオンされて第１トランジスタＭ１をダイ
オード形態に接続させる。
【００３７】
　第２トランジスタＭ２の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１トランジ
スタＭ１の第１電極に接続される。そして、第２トランジスタＭ２のゲート電極は第ｎの
走査線Ｓｎに接続される。このような第２トランジスタＭ２は、第ｎの走査線Ｓｎに走査
信号が供給される時にターンオンされてデータ線Ｄｍに供給されるデータ信号を第１トラ
ンジスタＭ１の第１電極に供給する。
【００３８】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第１ト
ランジスタＭ１の第１電極に接続される。そして、第４トランジスタＭ４のゲート電極は
発光制御線Ｅｎに接続される。このような第４トランジスタＭ４は発光制御信号が供給さ
れない時（即ち、ロー電圧が供給される時）にターンオンされて第１電源ＥＬＶＤＤと第
１トランジスタＭ１を電気的に接続させる。
【００３９】
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　第５トランジスタＭ５の第１電極は第１トランジスタＭ１に接続され、第２電極は有機
発光ダイオードＯＬＥＤに接続される。そして、第５トランジスタＭ５のゲート電極は発
光制御線Ｅｎに接続される。このような第５トランジスタＭ５は発光制御信号が供給され
ない時（即ち、ロー電圧が供給される時）にターンオンされて第１トランジスタＭ１と有
機発光ダイオードＯＬＥＤを電気的に接続させる。
【００４０】
　第６トランジスタＭ６の第１電極はストレージキャパシタＣｓｔ及び第１トランジスタ
Ｍ１のゲート電極（即ち、第１ノードＮ１）に接続され、第２電極は初期化電源Ｖｉｎｔ
に接続される。そして、第６トランジスタＭ６のゲート電極は第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１
に接続される。このような第６トランジスタＭ６は第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号
が供給される時にターンオンされて第１ノードＮ１を初期化する。このために、初期化電
源Ｖｉｎｔの電圧値はデータ信号の電圧値より低い電圧、例えば、負極性の電圧値に設定
される。
【００４１】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第１トランジスタＭ１のゲート電極と第２電源ＥＬＶ
ＳＳとの間に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
する電圧を充電する。
【００４２】
　ブーストキャパシタＣｂは、第１トランジスタＭ１のゲート電極とブースト線Ｂｎとの
間に形成される。このようなブーストキャパシタＣｂは、ストレージキャパシタＣｓｔに
電圧が充電された後に第１トランジスタＭ１のゲート電極の電圧を上昇させる。ここで、
ストレージキャパシタＣｓｔに電圧が充電された後に第１トランジスタＭ１のゲート電極
の電圧が上昇すれば、黒階調（他の階調も含む）を正確に表現できる。
【００４３】
　図３は、図２に示した画素の駆動方法を示す波形図である。図２及び図３を参照して動
作過程を説明すれば、まず、第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給される前に第ｎ
の発光制御線Ｅｎに発光制御信号（ハイ電圧）が供給されて第４トランジスタＭ４及び第
５トランジスタＭ５がターンオフされる。
【００４４】
　その後、第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給されると同時に、第ｎのブースト
線Ｂｎにブースト信号（ロー電圧）が供給される。第ｎ－１の走査線Ｓｎ－１に走査信号
が供給されると、第６トランジスタＭ６がターンオンされる。第６トランジスタＭ６がタ
ーンオンされると、第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔと接続される。すると、第１ノ
ードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化される。
【００４５】
　第ｎのブースト線Ｂｎにブースト信号が供給されると、ブーストキャパシタＣｂの第１
端子に第３電圧Ｖ３の電圧が供給される。第１ノードＮ１が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に
初期化された後、第ｎの走査線Ｓｎに走査信号が供給される。第ｎの走査線Ｓｎに走査信
号が供給されると、第２トランジスタＭ２及び第３トランジスタＭ３がターンオンされる
。
【００４６】
　第２トランジスタＭ２がターンオンされると、データ線Ｄｍに供給されるデータ信号が
第１トランジスタＭ１の第１電極に供給される。第３トランジスタＭ３がターンオンされ
ると、第１トランジスタＭ１がダイオード形態に接続される。
【００４７】
　ここで、第１ノードＮ１の電圧が初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に初期化されるため（即ち
、データ信号の電圧より低く設定されるため）、第１トランジスタＭ１がターンオンされ
る。第１トランジスタＭ１がターンオンされると、データ信号が第１トランジスタＭ１及
び第３トランジスタＭ３を経由して第１ノードＮ１に供給される。このとき、ストレージ
キャパシタＣｓｔはデータ信号に対応する電圧及び第１トランジスタＭ１の閾値電圧に対
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応する電圧を充電する。
【００４８】
　一方、データ線Ｄｍの寄生キャパシタとストレージキャパシタＣｓｔのチャージシェア
リングによってデータ信号の電圧は所望の電圧より低い電圧に設定される。これにより、
ストレージキャパシタＣｓｔに所望の電圧が充電できなくなる。
【００４９】
　ストレージキャパシタＣｓｔに所定の電圧が充電された後に第ｎの走査線Ｓｎに供給さ
れる走査信号及び第ｎの発光制御線Ｅｎに供給される発光制御信号の供給が中断される。
第ｎの発光制御線Ｅｎに発光制御信号の供給が中断された後、第ｎのブースト線Ｂｎにブ
ースト信号の供給が中断される。
【００５０】
　第ｎのブースト線Ｂｎにブースト信号の供給が中断されると、第ｎのブースト線Ｂｎの
電圧は第３電圧Ｖ３から第４電圧Ｖ４に上昇する。第ｎのブースト線Ｂｎの電圧が上昇す
れば、ブーストキャパシタＣｂによって第１ノードＮ１の電圧も上昇する。ブーストキャ
パシタＣｂによって第１ノードＮ１の電圧が上昇すれば、所望の輝度の映像を表示できる
。　
【００５１】
　このために、第３電圧Ｖ３及び第４電圧Ｖ４の電圧値はチャージシェアリングによって
損失したデータ信号の電圧が補償され得るように設定される。例えば、第３電圧Ｖ３は第
２電源ＥＬＶＳＳに設定され、第４電圧Ｖ４は初期化電源Ｖｉｎｔの電圧に設定され得る
。
前述したように、本実施形態ではブースト線Ｂｎと第１トランジスタＭ１のゲート電極と
の間に形成されたブーストキャパシタＣｂを用いて第１トランジスタＭ１のゲート電極の
電圧を上昇させる。この場合、データ線Ｄｍの寄生キャパシタとストレージキャパシタＣ
ｓｔとの間のチャージシェアリングによるデータ信号の電圧損失を補償できる。そして、
これにより、所望の輝度の映像を表示できるという長所がある。
【００５２】
　一方、本実施形態において、ストレージキャパシタＣｓｔは第２電源ＥＬＶＳＳと第１
ノードＮ１との間に形成される。このように、ストレージキャパシタＣｓｔが第２電源Ｅ
ＬＶＳＳと第１ノードＮ１との間に位置すれば、ストレージキャパシタＣｓｔを形成する
ためのマスク数を減少させることができる。
【００５３】
　詳細に説明すれば、一般に、ストレージキャパシタＣｓｔはポリ（ｐｏｌｙ）を結晶化
して金属処理し、金属処理されたポリとゲート金属（Ｍｅｔａｌ　Ｃａｐ）との間の重畳
面積を用いて電圧を格納する（容量を増やすために、ゲート金属とソース／ドレイン金属
との間の重畳面積を追加で用いることもある）。しかしながら、ポリを結晶化するために
、工程過程でマスクが追加され、これにより、製造コストが増加してしまうという問題点
が生じる。
【００５４】
　従って、本実施形態のストレージキャパシタＣｓｔはポリとゲート金属（ＭＯＳ　Ｃａ
ｐ）との間の重畳面積を用いて形成する（容量を増やすために、ゲート金属とソース／ド
レイン金属との間の重畳面積を追加で用いることができる）。この場合、ポリを結晶化す
るためのマスクが除去されて製造コストを低減できる。
【００５５】
　一方、ストレージキャパシタＣｓｔの一側がポリに設定される場合、即ち、ＭＯＳキャ
パシタが正常に動作するために、ストレージキャパシタＣｓｔの両側端の電圧は－４Ｖ以
下で（例えば、ＥＬＶＳＳ－データ信号の電圧が－４Ｖ以下に設定されなければならない
）駆動されなければならない。
【００５６】
　本実施形態においては、ストレージキャパシタＣｓｔが第２電源ＥＬＶＳＳと第１ノー
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本実施形態では第１ノードＮ１とブースト線Ｂｎとの間に位置するブーストキャパシタＣ
ｂもＭＯＳキャパシタで形成する。ブーストキャパシタＣｂがＭＯＳキャパシタで形成さ
れてもブーストキャパシタＣｂは安定的に駆動される。
【００５７】
　図４は、黒階調を表現する場合に画素に含まれるキャパシタをＭＯＳキャパシタ又はＭ
ＥＴＡＬキャパシタで形成する際の駆動トランジスタの閾値電圧の変化に対応する消費電
力を示す図である。図５において、第２電源ＥＬＶＳＳは－５．４Ｖに設定し、初期化電
源Ｖｉｎｔの電圧は－２Ｖに設定する。そして、データ信号の電圧範囲は１Ｖ～４Ｖに設
定される。
【００５８】
　図４を参照すると、本実施形態では赤色画素、緑色画素及び青色画素にそれぞれ含まれ
るストレージキャパシタＣｓｔ及びブーストキャパシタＣｂをＭＯＳキャパシタで形成す
る場合にもＭＥＴＡＬキャパシタと同様に安定的に駆動される。
【００５９】
　以上説明したように、本実施形態よれば、ブーストキャパシタを用いて駆動トランジス
タのゲート電極の電圧を上昇させるために、所望の階調の映像を表示できるという効果を
奏する。また、本実施形態によれば、ストレージキャパシタ及びブーストキャパシタをＭ
ＯＳキャパシタで形成するため、製造コストを低減できる。
【００６０】
　なお、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
係る例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載さ
れた範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、それ
らについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図２】図１に示した画素の実施形態を示す図である。
【図３】図２に示した画素の駆動方法を示す波形図である。
【図４】黒階調を表現する場合に画素に含まれるキャパシタをＭＯＳキャパシタ又はＭＥ
ＴＡＬキャパシタで形成する際の駆動トランジスタの閾値電圧の変化に対応する消費電力
を示す図である。
【符号の説明】
【００６２】
１１０　　走査駆動部　
１２０　　データ駆動部
１３０　画素部
１４０　画素
１４２　画素回路
１５０　タイミング制御部
１６０　　ブースト駆動部
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